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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年5月26日(2016.5.26)

【公表番号】特表2015-514233(P2015-514233A)
【公表日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2015-033
【出願番号】特願2015-503716(P2015-503716)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｃ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｃ    7/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月31日(2016.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼用レンズであって、光軸、焦点距離を有し、前記光軸を中心とする収差プロファイル
を特徴とし、前記収差プロファイルは、
　１次球面収差成分Ｃ（４，０）及び２次球面収差成分Ｃ（６，０）の少なくとも一方を
含む高次収差を含み、前記収差プロファイルは、収差がなくかつ前記焦点距離に等しい軸
上長を有するモデル眼に対し、
　　眼の成長の方向に劣化するスルーフォーカス傾斜を有する網膜像品質（ＲＩＱ）及び
　　少なくとも０．３のＲＩＱ
を提供し、
　前記ＲＩＱは、３ｍｍ～６ｍｍの範囲の少なくとも１つの瞳孔直径について、両端点を
含む０サイクル／度～３０サイクル／度の空間周波数範囲にわたり、両端点を含む５４０
ｎｍ～５９０ｎｍの範囲内から選択される波長において実質的に前記光軸に沿って測定さ
れる視覚ストレール比である、レンズ。
【請求項２】
　眼用レンズであって、光軸、焦点距離を有し、前記光軸を中心とする収差プロファイル
を特徴とし、前記収差プロファイルは、
　１次球面収差成分Ｃ（４，０）及び２次球面収差成分Ｃ（６，０）の少なくとも一方を
含む高次収差を含み、前記収差プロファイルは、収差がなくかつ前記焦点距離に等しい軸
上長を有するモデル眼に対し、
　　眼の成長の方向に改善するスルーフォーカス傾斜を有する網膜像品質（ＲＩＱ）及び
　　少なくとも０．３のＲＩＱ
を提供し、
　前記ＲＩＱは、３ｍｍ～６ｍｍの範囲の少なくとも１つの瞳孔直径について、両端点を
含む０サイクル／度～３０サイクル／度の空間周波数範囲にわたり、両端点を含む５４０
ｎｍ～５９０ｎｍの範囲内から選択される波長において実質的に前記光軸に沿って測定さ
れる視覚ストレール比である、レンズ。
【請求項３】
　前記焦点距離は、近視眼用の処方焦点距離であり、前記焦点距離は、前記収差プロファ
イルのＣ（２，０）ツェルニケ係数用の焦点距離と異なる、請求項１に記載のレンズ。
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【請求項４】
　前記焦点距離は、遠視眼用の処方焦点距離であり、前記焦点距離は、前記収差プロファ
イルのＣ（２，０）ツェルニケ係数用の焦点距離と異なる、請求項２に記載のレンズ。
【請求項５】
　乱視が有るか又は乱視が無い近視のコントロールに使用される、請求項１に記載のレン
ズ。
【請求項６】
　乱視が有るか又は乱視が無い遠視処置のために使用される、請求項２に記載のレンズ。
【請求項７】
　前記高次収差は、群Ｃ（４，０）～Ｃ（２０，０）から選択される少なくとも２つの球
面収差項を含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項８】
　前記高次収差は、群Ｃ（４，０）～Ｃ（２０，０）から選択される少なくとも３つの球
面収差項を含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項９】
　含まれる前記高次収差の大きさは、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、又は６ｍｍの瞳孔直径に
わたって少なくとも０．０２μｍである、請求項１～８のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１０】
　少なくとも－２０度～＋２０度の水平視野にわたる平均傾斜は、眼の成長の方向に劣化
する、請求項１、請求項１に従属する場合、請求項３、請求項５、又は請求項７～９のい
ずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１１】
　少なくとも－２０度～＋２０度の垂直視野にわたる平均傾斜は、眼の成長の方向に劣化
する、請求項１、請求項１に従属する場合、請求項３、請求項５、請求項１０、又は請求
項７～９のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１２】
　少なくとも－２０度～＋２０度の水平視野にわたる平均傾斜は、眼の成長の方向に改善
する、請求項２、請求項２に従属する場合、請求項４、請求項６、又は請求項７～９のい
ずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１３】
　少なくとも－２０度～＋２０度の垂直視野にわたる平均傾斜は、眼の成長の方向に改善
する、請求項２、請求項２に従属する場合、請求項４、請求項６、請求項１２、又は請求
項７～９のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１４】
　前記収差プロファイルは、３ｍｍ～６ｍｍの範囲の瞳孔直径に実質的にわたる焦点長に
おいて少なくとも０．３のＲＩＱを提供する、請求項１～１３のいずれか１項に記載のレ
ンズ。
【請求項１５】
　前記収差プロファイルは、１次乱視及び２次乱視の少なくとも一方が前記収差プロファ
イルに付加されると、眼の成長の方向に劣化するスルーフォーカス傾斜を有するＲＩＱを
提供する、請求項１～１４のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１６】
　前記ＲＩＱは、
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を特徴とし、上記式において、
　Ｆｍｉｎは０サイクル／度であり、Ｆｍａｘは３０サイクル／度であり、
　ＣＳＦ（ｘ，ｙ）は、コントラスト感度関数を示し、
　ＣＳＦ（Ｆ）＝２．６（０．０１９２＋０．１１４ｆ）ｅ－（０．１１４ｆ）＾１．１

であり、
　上記式において、ｆは、Ｆｍｉｎ～Ｆｍａｘの範囲で、試験される空間周波数を指定し
、
　ＦＴは２Ｄ高速フーリエ変換を示し、
　Ａ（ρ，θ）は瞳孔直径を示し、
　Ｗ（ρ，θ）は、ｉ＝１～２０について測定される試験事例の波面位相を示し、

であり、
　Ｗｄｉｆｆ（ρ，θ）は回折限界事例の波面位相を示し、
　ρ及びθは、正規化極座標であり、ρは半径座標を表し、θは角度座標又はアジマスを
表し、λは波長を示す、請求項１～１５のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項１７】
　眼用レンズであって、光軸、焦点距離を有し、前記光軸を中心とする収差プロファイル
を特徴とし、前記収差プロファイルは、
　１次球面収差成分Ｃ（４，０）及び２次球面収差成分Ｃ（６，０）の少なくとも一方を
含む高次収差を含み、前記収差プロファイルは、収差がなくかつ前記焦点距離に等しい軸
上長を有するモデル眼に対し、
　スルーフォーカス範囲内のピーク視覚ストレール比（第１の視覚ストレール比）、
　前記焦点距離を含む前記スルーフォーカス範囲にわたって第２の視覚ストレール比のま
まであるか又は前記第２の視覚ストレール比を超えたままである視覚ストレール比
を提供し、
　前記第１の視覚ストレール比は少なくとも０．３５であり、前記第２の視覚ストレール
比は少なくとも０．１であり、前記スルーフォーカス範囲は少なくとも１．８ディオプト
リであり、
　前記ＲＩＱは、３ｍｍ～６ｍｍの範囲の少なくとも１つの瞳孔直径について、両端点を
含む０サイクル／度～３０サイクル／度の空間周波数範囲にわたり、両端点を含む５４０
ｎｍ～５９０ｎｍの範囲内から選択される波長において実質的に前記光軸に沿って測定さ
れる視覚ストレール比である、レンズ。
【請求項１８】
　前記第１の視覚ストレール比は、少なくとも０．４、少なくとも０．５、少なくとも０
．６、及び少なくとも０．７を含む群から選択される、請求項１７に記載のレンズ。
【請求項１９】
　前記第１の視覚ストレール比は、少なくとも０．１、少なくとも０．１２、少なくとも
０．１４、少なくとも０．１６、少なくとも０．１８、及び少なくとも０．２を含む群か
ら選択される、請求項１７又は１８に記載のレンズ。
【請求項２０】
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　前記スルーフォーカス範囲は、少なくとも１．９、少なくとも２、少なくとも２．１、
少なくとも２．２、少なくとも２．３、少なくとも２．４、及び少なくとも２．５ディオ
プトリを含む群から選択される、請求項１７～１９のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項２１】
　前記スルーフォーカス範囲の端の０．２５ディオプトリ以内に位置する処方焦点距離を
有する、請求項１７～２０のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項２２】
　スルーフォーカス範囲は負の度数端及び正の度数端を有し、前記スルーフォーカス範囲
の端は前記負の度数端である、請求項２１に記載のレンズ。
【請求項２３】
　スルーフォーカス範囲は負の度数端及び正の度数端を有し、前記スルーフォーカス範囲
の端は前記正の度数端である、請求項２１に記載のレンズ。
【請求項２４】
　前記視覚ストレール比は、少なくとも１．５ｍｍの瞳孔直径の範囲にわたって前記第２
の視覚ストレール比のままであるか又は前記第２の視覚ストレール比を超えたままである
、請求項１７～２３のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項２５】
　高次収差の組合せは、一次球面収差及び２次球面収差の少なくとも一方を含む、請求項
１７～２４のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項２６】
　前記高次収差は、群Ｃ（４，０）～Ｃ（２０，０）から選択される少なくとも２つの球
面収差項を含む、請求項１７～２４のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項２７】
　前記高次収差は、群Ｃ（４，０）～Ｃ（２０，０）から選択される少なくとも３つの球
面収差項を含む、請求項１７～２４のいずれか１項に記載のレンズ。
【請求項２８】
　少なくとも－２０度～＋２０度の水平視野にわたる全ての視野角度に対するＲＩＱは、
少なくとも０．３、０．３５．又は０．４である、請求項１７～２７のいずれか１項に記
載のレンズ。
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